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の 『ラーマ三世王時代史』は, もはや タイ語
を学ばず してタイ国近代史について語 る時代
は去 った とい う事実を, きわめて説得的な形
で示 し,読者に新鮮な感動を与えた労作であ
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1966年 コ-ネル大学 より学 位 を取 得 した｡
Wyattは, すでに この論文の完成前,1964
年に,講師 として英国の SOASに 招聴 され
ているが, これは学界におけるかれの実力の





























が, このほかに, 『三印法典｡』所収の ｢王 室
典範｣(KataMaI畑irapala-KotMonthian-
ban)の成立年代を, マラッカ史との関係で



















































































































プラクラング (財務 ･外務卿), クロムナー
(農務卿)など宮廷政府の枢要の地位を独占













































































































































































厳 しい, しか しタイ国史研究の発展のため喜
ぶべき時代が到来 したことを知るであろう｡
ただ本書にもまったく問題がないわけではな
い｡たとえば1902年の ｢サンガ統治法｣が,
教育振興のための,国家権力によるサンガ利
用の効率化のために制定されたとする著者の
指摘は,国家と仏教々団との関係の考察上き
わめて重要な意義を有するものであるが,こ
うした国家権力による強権的なサンガ組織の
利用に対するサンガの側の反応ないしは反椀
についてはやや掘下げが不足 しており,ここ
に提示された材料のみをもって1902年法の性
格を論ずることには問題がのころう｡ しか し,
チャクリ改革遂行の国内政治的背景の解明と
い う,前人未踏の処女地に斧を入れた先駆的
業績として,ワイアットの努力は高 く評価さ
れなければならないであろう｡ 是非一読をお
すすめしたい快著である｡
